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	（鑑）press_release_　
	（広報室修正）00_プレスリリース（郡山市）案郡山追記02
	さて、東北大学未来科学技術共同研究センターと郡山市は、下記により連携協力に関する協定を締結することとなりましたので、お知らせします。
	記
	１　協定締結式
	(1) 日　　　時　　令和２年３月１６日（月）　１５：００～　３０分程度
	(2) 場　　　所　　郡山市役所2階　庁議室
	（福島県郡山市朝日１丁目２３−７）
	(3) 出席予定者　　東北大学未来科学技術共同研究センター長、郡山市長　他
	２　協定締結の目的
	本来は皆様に直接ご取材していただきたいところではございますが、新型コロナウイルス(COVID-19)感染拡大の状況に鑑み、記事掲載のご依頼のみをさせて頂きます。
	何卒ご了承のほどお願い申し上げます。
	郡山市産業観光部産業創出課　　　　　　矢吹貴志  Tel024-924-2271

	20200217郡山市との協定概要（修正版）2020版へ



